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緒 宅＝－Eヨ

ズピニ鈎虫 （A.d.）とアメリカ鈎虫 （N.a.） の2種鈎

虫は属を具にし，人に対する病害性に著しい相違がみら

れる。したがってとれらの 2種鈎虫が地域によって単独

に分布するか，または何れかの一方が優占的に牙布して

いるかについての詳細な知見を得ることは予防および治

療対策樹立の上から極めて重要な問題であることは言を

またない。

戦後ようやく乙の問題の本情的な研究に着手されたが

最近その必要性が益々認められ急速に進展をとげつ〉あ

る。しかし諸報告の調査法はまちまちで，研究者によっ

て培養 ・駆虫の何れか三採用され，更に駆虫の場合にお

いても駆出時間のしめきりに著しい長短がみられる。し

たがって各地の鈎虫分布の実態ならびにそれに関与して

いる諸要因を，それらの資料に基づいて比較検討すると

とには相当の疑義が持たれる。

著者は今回，手元の資料を整理し，如上の問題につい

て少しく検討を加えてみたので次にその成績を報告す

る。

研究方法

九 集団駆虫の対象および方法

A. d., N. a.両種鈎虫が濃厚に牙布している宮崎県串

* YOSHIYUKI MUTAGUCHI & **TADASHINAKA-
SHIMA : Studies on the estimation of a geogra‘ 

phical hookworm distribution by means of the 
number of hookworm discharged by mass treat-
ment (1) Examination of hookworm at varying 
intervals of time after mass and hospital tre-
atments * (Section of Health, Mlike Mining Com-
pany.料 Department of Pathology, Faculty of 
Medicine, Kag。shimaUniversity) 

問地方の郡司部，上千野，黒井の 3部落を撰出し StoH

法の検便て鈎虫陽性を示した成年男女を対象として，馬区

虫前日夕食をぬき，下剤（硫マ30gr）を lOOcc（茶わん

一杯量〉の温湯に溶かして服用させ翌早羽集会所に集め

下剤の効果を確かめた後をれぞれに駆虫薬〈ネマトール

5球＋四塩化エチレン 5球〉を服用，服薬 2時間後に後

下剤を同様の方法て投与，夕方までと三めおき絶食させ

た。排虫検査は服薬から 8時間後と24時間後の 2固につ

いて調べた。

b. 入院駆虫の対象および方法

串間地方に居住している成年男女が，国保病院に鈎虫

駆除を希望して入院した者を対象として，駆虫前日の夕

食をぬかせ夕刻下剤（硫マ30g）を投与，1時間後か性

マグネシヤ－lgを服用させ，翌朝駆虫薬〈ネマトール

5球十四塩化エチレン5球〉を投与，服薬から 2時間後

下剤をかけ，夕方まで絶食させ，8時間後と24時間後に

排虫状態を調べ，乙〉て、再び第1日の要領てネマ トール

8球， 四塩化エチレン8球を投与して後下剤を服用させ

っ三いて32時，48時，60時，72時と排虫状態を調べ， 3 

週間後に検便した。

成績

a. 集団駆虫における両種鈎虫の排虫数と駆出時間と

の関係

集団駆虫を受けた鈎虫保有者の中から A.d., N. a.両

種鈎虫が重複感染している者22名を抽出し，服薬から 8

時間以内の排虫数および8時間後から24時間以内の排虫

数を調査してみると第1表の通りである。全員のA.d.排

虫状態は O～8時間，81.5%,8～24時間，18.5%であり，

N.α．排虫状態は O～8時間，76.1%.8～24時間，23.9

( 20 ) 
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集団駆虫における重複寄生者の両種鈎虫の排虫数と駆出時間 との関係第 1表
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めることができなかった。つ三いて個々の A.d.および

N.a.の虫体当り駆出時聞を算出し，両種の平均駆出時間

の相関性を調べてみると，相関係数 r=+0.36,Pr. {¥ti 

>to=l. 74} >0.05て，両者の聞に関係を認めるととはで

きなかった。

b. 入院駆虫における両種鈎虫の排虫数と駆出時間と

の関係

入院駆虫を受けた両種鈎虫の豆複感染者の中から完全

駆虫に成功した者 9名について A.d., N. a.の排虫数を

調査してみると第2表の通りである。 A.d.はO～2」時

間63.8%,24～481時間25.2%,48～72時間11.0%,72時間

以上0%であり ，N.a.は0～24時間74.3%,24～48同開

20.0%, 48～72時間 5.7%,'?2時間以上0%となった。

次に A.d.,N.aの1虫俸当りの駆出時間を求めてみると

A.d.は20時，24分 N.aは14時間45牙て，本成績では A.d. 

6.9 

%である。次に両種鈎虫の排虫関係を調べてみると，総

数てはほ三平行的な駆出を示すが，少しく A.d.が N.a.

より早自に駆出される傾向にある。しかし個々の資料を

詳細に観察すると，A.d.は 0～ 8時聞に駆出された者

9名，8～24時間に駆出された者 6名，両時聞に亘って

l駆出された者 7名となっている。

902 23.9 216 7行.1686 6.2 130 18.5 24 81.5 106 計

N.a.は0～8時聞に駆出された者 2名，8～24時間

に駅出された者2名，両時聞に亘って駆出された者18名

て、ある。 A.d. 130匹，N.a. 902匹の 1虫俸当りの平均

！馬区出時間を算出してみると，A.d. 6時間12?3、，N.a. 6時

間5'1号て、，A.d.は N.a.に比して少しく早自に駆出され

る傾向がみられたが，とれを WecheTestて検定すると

l支1 - X2 I = 0. '70くt（り＝ 175，α＝0.05), 

1~」＋ __fu_=l. 3比
n1 (n1・1) n2 (n2・1)

両者の聞には差違を認

( 21 ) 
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入院駆虫における重複寄生者の両種鈎虫の排虫数と駆出時間との関係第 2表
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c. 服薬から24時間以内と24~72 時間との両種鈎虫の

排虫数の比較

入院駆虫の資料を監理して A.d.,N.a.両種鈎虫の駆出

時間別排虫数と平均駆出時間を比較してみると〈第 3表〉

A.d.の総排虫数 163匹の中て0～8時間に駆出された数

は75匹の46.0%, 0～24時間には 104匹の63.8%, N.a. 

の給、排虫数 2989匹の中て0～8時聞に駆出された数は

1924匹の64.4%, 0～24時間には2221匹の74.3%となっ

ている。次に両種鈎虫の 0～24時間ならびに24～72時間

の1虫体当り駆出持聞を比較してみると，前者は A.d.7 

1時間18好に対して N.a.51時間36牙，後者ては A.d.43時

間18分に対して N.a.41時間12牙てある。 0～24時間，

24～72時間共に木成績によれば A.d. は N~ α． に比して

はやめに駆出される傾向を示したが，検定の結果ては前

者のみ有意性が認められた。

5.7 2989 14.8 170 598 20.0 74.3 2221 163 20.4 11.0 18 25.2 41 63.8 104 計

第3表入院駆虫における第 1回服薬が24時間以内

と24時間以上との両種鈎虫の排虫数の比較
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綜括および考察

近時，木邦における鈎虫感染率および A.d.,N.a.両種

鈎虫の牙布状態が次第に明らかになっ℃きつ〉あるが，

いまだ 1部牙にすぎず，史に広汎な調査が必要とされて

いる。

分布鈎虫の調査については，小宮，小宮山，怯崎，鈴

木，吉田， 永吉，河井ら，小牧，川本ら，浅田ら，楠，

古賀，新門，小柄、，水野，大場，栗林， f南，村上，宮崎，

i:YJJ沢ら，阿部ら，乏の他諸氏の報告がある。小宮は埼玉

県の農村を駆虫し（服薬後10時間以内） A.d. 43名の 504

768 41.2 

は N.a. に比して.~日出に長い時聞を必要としているよう

である。検定して｜支1-x2l=5.60>t伊＝257，α＝0.01),

l－~」＋ゴ」二4.33 て確かに A.d. は駆出時n1 (n1-l) n2 (n2・1)

聞が長いととが認められた。しかし個々の資料によれば

A.d., N.a.共に宿主によって駆出時聞がまちまちで，

A.d. と N.a.の平均駆出時間の相関性は r=+ 0.527 
(0.10くPr.｛同＞to=l.64｝く0.20）て，認められない。

5.6 43.3 2221 59 7.3 104 計

( 22 ) 
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匹， N.a.95名の4800匹，をの比 1: 9.5を得，小宮山は

川崎市の農民を駆虫し〈服薬後 6時間以内） A.d. 35名の

78匹， N.a.60名の 374匹，比1; 4.8，松11奇は神奈川，

埼玉，茨城，千葉，栃木，新潟，宮山の各県および東京

都の35地区 3会社4437名の糞便を培養し，をの内 A.d. 

が N.a.より多い地区28,N.a.が多い地区 7であったと

報告した。鈴木は宮城県の各良村を駆虫し（服薬後8時

間以内） A.d. 169名の12-15匹N.a.224名の5039匹，比 1;

4.04を得，吉田は京都府および香川，高知，兵庫，福井

の各県を調べ，福井は培養から A.d. 232例，N.a. 23例

兵庫は駅虫から A.d.869匹 N.a. 215匹（ 1:0.25）つ

いて培養から A.d. 215例， N.a.19例，高知は駆虫から

A.a. 353匹， N.a.362匹c1 : 1.03），香川は駆虫からA.d.

645匹， N.a.109匹（ 1 .: 0.17），培養からは A.d.196例

N.a.19例を得，永吉は宮崎県南部地方て多数駆虫し〈服

薬後24時間以内） A.d. 1130名の 25296匹，N.a.1077名の

104737匹 (1 : 4.1），山口は福岡県久留米地方て駆虫し

A.d. 99名の 502匹， N.a.10名の 713匹（ l: 1.4），河

井らは茨城県を駆虫し A.d.2015匹， N.a.13485匹（ l; 

6.7），小牧は宮崎県中部を駆虫し（服薬後24時間以内〉

小児1: 1.4，中学生 1: 1.1，成人 1: 5.9て、あった

aとい入川木は山口県の 1炭鉱て駆虫し A.ι21匹， N.a.

j2匹 (1: 0.1），浅田らは広島県て入院駆虫を行い，成

人は A.ι63名の 607匹， N.a.184名の 9880匹 (1: 

15.3），小児は A.d.63名の 391匹， N.a.53名の1149匹

(1 : 2.8），古賀らは九州北部の離島を駆虫し A.d.22名

の 171匹， N.a.6名の75匹（1: 0.44），松田は広島市て

駆虫し A.ι10匹， N.a.22匹（l;Z.2），栗林は神戸市の

一工場て駆虫し A.d.1678匹， N.a.938匹（ 1 : 0.56), 

捕らは京都府て駆虫し，A.d.のみ1238匹，村上は高知市

のl病院で駆虫し A.d.27名cc1084匹， N.a. 3名の 98

匹（1: 0.09），宮崎は鹿児島市の大学病院で駆虫を行い

A.d. 90名の2179匹， N.a.30名の 159匹 c1 : 0.07）を

ノ日 ι 
・1-v J」。

如上の成績を詳細に観察すると，報告者によって調査

方法が異なり，培養，入院駆虫および集団駆虫のう 5何

れかの方法が採用されている。次に集団j駆虫についてみ

ると，服薬後8時間以内，24時間以内，極めて少ないが

5日聞の長い日時をかけて探虫Lた場合もみられる。

鈎虫の牙布状態および両種鈎虫の分布比較および優占

性などを知ろうとすれば，能力のゆるす限り広汎な地域

て，数多くの宿主を対象として，完全駆虫を実胞するこ

とが望まれる。しかしをのような調査は決して容易な作

177 

業てはない。実態は前記に示した通りて完全駆虫を実施

しようとすれば作業に大きな努力が必要となり，いきお

い宿主教をしぼらなげなければならなくなる。また満足

する宿主数を確保しようとすれば，服薬後の採虫時間を

早く締めきらなければならなくなり，未排虫数を増す結

果となりをうである。そこでとの際，最良の方法を研究

し，調査方法を統ーしておかなければ将来混乱が生じる

可能性が大である。

著者は， Cの問題について解決の糸口を引出すため，

乏しい資料を整理し，一指針を得た。先ず集団駆虫を受

けた人の中から両種鈎虫を保有していた者22名を抽出し

服薬後から 8時間以内および8～24時間の両種鈎虫の排

虫数を比較してみた。木成績によれば両種共0～8時聞

に多数の虫体が駆出され，両種は 1虫体当りの駆出時間

に差がみられなかった。

しかし 0～8時間の排虫数は 0～目時聞の排虫数の75

～80%に過ぎないJ次に個々の両種鈎虫の虫体当り平均

駆出時聞を比較してみると，宿主によって A.d.が N.a.

よりはやめに排出されたり，または N.a.がはやめに駆

出されていて平行的関係は示していなし、。完全駆虫につ

いても同様な方法て観察をと〉ろみると，両種共0～24

時間て大部長子の虫体が駆出され，それから日時を経るに

したがって排虫数は急減しているつしかし A.d.は N.a.

より平均して時聞がずれており，虫体当り駆出時聞を算

出比較してみると，確かに A.d.は N.a.より遅れて駆

出されるととが認められた。個々の宿主について同様な

比較を実施してみると，必らずしも A.d.iJ'-N.a.より

遅れた駆出成績を示さず，むしろ相関関係はみられなか

った。小宮らは埼玉県の農村を集団駆虫し，服薬後から

5日まて、にEって排虫数を調べた結果，何れの駆虫剤を

使用しても排虫総数の90%が， 24時間以内に駆出された

と報告している。

以上の成績を綜合して考えられたことは駆虫のわずら

わしい鈎虫の場合にかぎって充牙な宿主数を，同時また

は短期日に完全！駆虫するととはとうてい不可能なこと

で，実際に最良な方法は服薬後24時間以内に採虫する集

団駆虫てある。著者らの場合寄生数のGO～80%が24時間

以内に得られた。集団rn11虫から A.d.とN.a.の匹数比を

求めてみると， 0～8Jl寺ては A.d.1 : N.a. 6.5, 8～24 

時間は A.d.1 : N. a. 9.0, O～24時間は A.d.1 : N.a. 

6.9となり，完全f駆虫から同様に求めると， ！～ 8時聞

は A.d.l : N.a.25.6, 8～24時間は 1: 10.3, 24～48時

間は 1: 14.6, 48～72時間は 1: 9.5となり， 0～24時

( 23 ) 
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聞は 1: 21. 4, 0～48時間は 1: 19.4て， 総、排虫数の

A.d. 1 : N.a. 18.1に比べて 0～8時間の成績より 0～

24時間の方が相当に接近しているととが判明した。

結論

さきに，著者らは寄生虫牙布の地理学的表示法を提示

したが，寄生数を駆虫から得た場合，匹数が駆出時間，

長短に影響されるととを心配し，集団駆虫および入院駆

虫の資料を牙折し，寄生数について下記の如き成績を得

た。

1) 木駆虫法によれば，集団駆虫ては両種鈎虫共に服

薬後 8時間以内の排虫数は 0～24時間の排虫数の75～80

%であり ，また O～2」時間の排虫状態ては両種の聞に排

出時間の相違はみられない。しかし個々の資料によれば

必らずしも A.d.とN.a.の駆虫状態が平行的てはない。

2) 入院駆虫における両種鈎虫の駆出時間別排虫数は

O～8時間 A.d.46%, N. a. 64.4%, 8～24時間 A.d.

17 .8%, N.a. 9. 9%, 24～48時間 A.ι24.2%,N.a.20.1 

%, 48時間以上A.d.12.0%, N.a. 5.6%で，24時間以内

に60～80%の排虫がみられ，それかが日時がたつと共に

急減したo虫体当り駆出時聞は A.d.20時間24牙 N.a.14

時間48牙て、，A.d.が平均して遅れて駆出されているが，

両者の相関性は認められず，宿主によっては A.d.N.a. 

の駆出JI民序は相違している。

3) 如上の成績から，作業能率や精度などを綜合して

服薬後24時間以内て

良の方法と考えられた。

文献

1）小宮義孝（1952）：埼玉県における鈎虫の蔓延に

ついて，公衆衛生，11( 3 ) ' 33. -2）小宮 b(1953) : 

冬期集団駆虫を繰り返すこと による鈎虫撲滅に関す

る野外モデル試験，寄生虫誌，2( 2)' 157. -3）小

宮山新一 （1954）：川崎市登戸地区におけ る鈎虫感

染について寄生虫誌，3( 3)' 197. -4）小村豊一郎

(1952）：宮崎県離島の寄生虫調査， 日寄記，21年，

7, -5）栗林昭男（1955）：鈎虫症の研究， 兵庫県

南部における観察，京府医大誌、，57(5),535. -6) 

水野哲夫（1956）：鈎虫の感染経路に関する研究，そ

の推測的考察について， 北関東医学， 6 ( 3)' 235, 

-7）阿部浩洋ら（1952）：鈎虫分布調査，第 3報，

久留米医誌， 15(9, 10)' 634. -8）阿部浩洋ら（1953)

：鈎虫分布調査， 4，久留米医誌， 19(9, 12) 1035. 

-9）阿部浩洋ち（1955）：鈎虫分布調査， 7， 久留

米医誌， 18(3，ヂ， 129. -10）新門宰（1951）：宮

崎県下ー純農部落の寄生虫調査，第 4回日寄九州、l講演．

-11）浅田JI買ー （1956）：広島県芦田川流域におい

( 24 ) 

〔寄生虫学雑誌、 ・第 8巻 ・第 2号

て圧倒的蔓延をみるアメロカ鈎虫の分布推移につい

て， 東京医事新誌、， 73( 1)' 19. -12）鈴木了司

(1956）：宮城県ー農村における鈎虫の疫学的調査と

その考察，日本生態学会誌、，6 ( 1 ) 20. -13）鈴木

了司ら（1956）：宮城県の寄生虫特に鈎虫の感染状況，

公衆衛生，20(6) 1. -14）吉田幸雄（1956）：鈎虫

症の疫学と治療に関する研究，I，疫学に関する研究，

京府医大誌，59( 2)' 1. -15）柳沢刺喜雄（1954): 

公衆衛生学上よ りみたる鈎虫 Carreirの問題，千葉

医誌，30( 4 ) ' 329. -16）永吉康祐（1952）：棲分

け原理の寄生虫方面における考察東京医事新誌，69

( 7)' 3. -17）河井為海（1952）：わが国の南北両地

域における鈎虫分布の一考察，日本医事新報，1491,

22. -18）大場一兵衛（1955）：簡易な回虫感染予

防法の研究，福岡医学雑誌，46(11)' 10. -16）川

本情こ ら（1953）：山口県ー炭鉱における鈎虫症に関

するー観察，公衆衛生，14( 1)' 39.一20）古賀元晃

(1955）： 玄海灘諸島における寄生虫調査，第 8回日

寄南日本支部会講演.-21）楠（1950）：宮崎県福島

地方における鈎虫のニ， 三の観察， 第 3回日寄九会

講演.-22）蒲正寿ら（1954）：鈎虫流行地報告，第

23回日寄記.－23）小牧祐夫（1956）：宮崎県下におけ

る寄生虫（特に鈎虫）研究について， 第25回日寄記，

1. -24）松崎義周（1955）：鈎虫の寄生率お よび種

類別分布，第24回日寄記.-25）村上和充（1954): 

高知市におけ る鈎虫分布状況，医学と生物学.30(6)' 

267. -26）松田 ：治療薬報，524. -27）小林晴治h
郎（1953）：中部 日本におけ る鈎虫分布について， 寄量

生虫誌，2( 1 ), -28）永吉康枯ら（1956）：寄生虫’

感染状態の地理学的表示法，東京医事新誌，73(1) '25. 

Summary 

In the previous reports a method of presumption 

for a geographical distribution of hookworm was 

suggested. In this paper the examination of ho・

okworms at varying intervals of time after mass 

and hospital treatments. Results are as follows. 

1) The numbers of both species of hookworm 

expelled by mass treatment in less than 8 hrs. 

after administration amount to 75～80% of those 

discharged within 24 hrs .. In the latter case, no 

difference are observed between the number of 

both species expelled. 

2) Hookworms are dischaged during the respec・

tive periods by hospital treatment. Examination 

in 0-8 hrs. give 46%, 64.4% (A. d., N.α.） ; in 

8-24 hrs, 17.8%, 9.9% ; in 24-48 hrs., 24.2%, 

20.1% ; over 48 hrs. 12.0%, 5.6% respectively. 

In short, 60～80% of them are discharged within 

24 hrs. after administration 

3) Examination within 24 hrs. after administr-

ation proved to be most satisfactory for the esti-

mation of a geographical hookworm distribution. 




